
５ 輸出基幹品目の取組の方向性

宮城県農林水産物・食品輸出促進戦略の概要（2022年度版）

１ 輸出戦略策定の背景

２ 本戦略の位置付け

４ 本戦略の概要

３ 国の農林水産物・食品の輸出実績

単位：億円

速報値

2017年3月 「宮城県農林水産物等輸出促進戦略」策定

諸外国の人口増加と
富裕層の増加

海外食市場の増大

東日本大震災による
販路喪失，輸入国規制

国内の少子高齢化の進展
国内消費市場減少懸念

2020年3月及び7月 国設定

「2030年までの輸出目標
額5兆円」

新たな輸出戦略策定の必要性

2016年5月 国策定
「農林水産業の輸出力強化
戦略」

2019年4月 国制定
「農林水産物及び食品の輸
出の促進に関する法律」

2020年11月 国策定
「農林水産業・食品の輸出
拡大実行戦略」

コロナウイルス感染症による
生活様式の変化

社会情勢の変化と輸出に関わる様々な課題の発生

国際関連の個別計画

食品輸出関連分野の計画

新・宮城の将来ビジョン
（ 2021～2030年度）

みやぎ国際戦略プラン
（2022～2024年度）3年間

宮城県農林水産物・食品輸出促進戦略
（2022～2024年度）3年間

海外から求められる品目は，ターゲットとする国・地域の
マーケットや経済・社会情勢等により異なるため整理。

国際情勢や自然環境の変化，デジタル化の進展など
により，海外情勢が変化することから，海外ニーズを捉
えながら柔軟に対応。

対象国・地域

輸出基幹品目

水産物 米 牛肉 いちご 日本酒

輸出に取り組む事
業者や産地を増や
すことが必要

輸出の諸課題 輸出支援の方向性 各課題への対応策

・ 宮城県食品輸出促進協議会やジェトロ等と連携したスタートアップ支援
・ 「県産品販路開拓コーディネーター」による貿易実務等の個別相談実施
・ 県が重点的に取り組む国・地域，品目でのマーケティング支援
・ マーケットニーズに合わせた事業者の掘り起こし・マッチング支援
・ 越境ECやオンライン商談等に関するセミナーの開催

輸出に取り組む事業者の取
組段階に合わせた支援の実
施

生産から海外現地販売まで
の事業者が連携した物流コス
ト低減等に向けた体制整備

海外で求められるスペックで
専門的・継続的に生産・輸
出する体制整備

・ 海外ニーズの把握と事業者へのフィードバック
・ 海外ニーズに応じた商品のブラッシュアップからマッチング・商流構築までの伴走型による支援
・ 海外市場で求められるスペック（量・価格・品質・規格）での生産体制構築に向けたグローバ
ル産地の育成

・ 相手国の求める農薬規制・衛生管理などに対応した生産・加工施設の整備促進
・ 海外で求められる国際認証等の取得支援
・ 海外知的財産権の情報把握と登録に向けた検討の推進

対応策①

対応策②

方向性１

・ 複数の生産者や生産から現地販売までの各事業者の連携体制構築
・ 多品目による共同プロモーションや混載による物流コストの低減等により新たな商流
の構築につなげるための取組支援

対応策③

課題A

生産・製造サイドに
おけるマーケットイン
の視点による取組
が必要

課題B

流通面でのボトル
ネックの解消が必要

課題C

輸入規制撤廃に
向けた働きかけが
必要

課題D

方向性２

方向性３

国への働きかけと情報の収
集・発信

方向性４

・ 輸入規制撤廃に向けた取組や多核種除去施設等処理水の処分決定に伴う風評
被害対策の徹底について国等へ積極的に働きかける

・ 県産農林水産物の放射性物質検査の実施
・ 県産農林水産物の安全性の情報発信

対応策④

取
組
の
方
向
性

水
産
物

①輸出促進に向けた品目のブランド化や付加
価値の高い生産体制の整備
②事業者連携による天然水産物の安定供給や
加工による付加価値の拡大
③グローバル産地の育成
④輸出先国・地域別の規制対応や国際認証
の取得支援

牛
肉

①「仙台牛」の認知度向上
②インバウンドと連携した「仙台牛」のブランド価値
の向上
③輸出体制の整備，販路の多角化
④一頭買い促進によるコスト低減

米

①大手卸業者との連携強化と現地ニーズに合っ
た生産体制整備の促進
②販路の多角化に向けた生産者の連携強化
③パックご飯等，多彩なみやぎ米を活用した販
路拡大

い
ち
ご

①輸出トライアルの実施と高収益な輸出バリュー
チェーンの構築
②高収益な輸出に対応できる産地の確立

日
本
酒

①魅力的な「宮城ブランド」確立による知名度向
上
②酒蔵連携によるバリューチェーンモデルの構築

目 標

目標１ 輸出に取り組む事業者の増加
目標２ 輸出に取り組む事業者の利益拡大
目標３ 生産・加工・流通・販売の事業者

連携によるバリューチェーンの構築

本県の豊かな自然や環境が育んだ県産農林水産物や
食品の魅力を活かし，生産・加工・流通・販売に取り組
む事業者が，海外への農林水産物・食品の輸出により，
今後も事業を継続していくとともに，産業全体として成長
していくこと

目指すべき姿県の取組を通じた目標指標
・海外販路開拓相談件数
・海外ビジネスマッチング支援件数
・輸出に取り組む県内企業の増加数
・新規に輸出につながった県産食品数
・県産食品輸出に係る輸出総額
・バリューチェーンモデル構築数


